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●必要な要員を配置しているというが、盛岡支社で
　は動物対策で膨大な時間を要し、通常業務にも
　支障をきたしている、本社は把握しているのか。

●基本的には各支社で業務の実態を見て判断する
事である。

●ある設備職場では亡くなった社員の穴埋めが無
　い、また他の職場では、科長が夜業をしている
　実態であり会社の回答は疑問である。

●最近、トータル的に教育が希薄に感じる。「こ
　ころの相談窓口」に求める人は自分で認識して
　いるが、問題は自覚のない人の対策であり職場
　のフォローである。

●試験に対する前・後のフォロー体制、本社と現
　場の感覚が違う。管理者の意識が問題である。

●きちんと不合格者に対しては人材育成の観点からも
　個別指導していく。

［ 要員問題 ］

［ ハラスメント・メンタルヘルス対策 ］

［ 試験問題 ］

●北海道新幹線開業に向け、青森の職場では個人
　面談が行われているが本社の指導か。

●把握はしていない。基本的には、再雇用先の確保
　は会社の使命で、あり得る話ではある。

［ 出向に関して ］

●和解の懸案事項、秋田から山形・仙台への配転
　問題解消の努力を改めて求める。

●各支社でも責任を持ち努力している。

●引き続き、様々な対策を
　しっかりやっていく。


